
 
 

諮
問
を
要
し
な
い
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
（
案
） 

 

平

成

二

十

年

十

月

八

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会 

有
線
放
送
部
会
決
定
第 

号

 

 

 
 

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
（
昭
和
四
十
七
年
七
月
一
日
法
律
第
百
十
四

号
）
第
二
十
六
条
の
二
た
だ
し
書
の
軽
微
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
重
要
か
つ
異
例
な
事
案
に

つ
い
て
は
、
諮
問
を
受
け
又
は
適
宜
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

 

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
有
線
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
施
設
（
以
下
「
施
設
」
と
い
う
。
）
の
許
可
に
関
す
る
案
件
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

１ 

受
信
障
害
解
消
の
た
め
の
施
設
で
あ
っ
て
、
既
設
の
事
例
と
類
型
を
同
じ

く
す
る
も
の 

２ 

受
信
障
害
解
消
の
た
め
の
施
設
以
外
の
施
設
の
う
ち
、
引
込
端
子
の
数
が

一
○
、
○
○
○
未
満
の
規
模
の
施
設
で
あ
っ
て
、
既
設
の
事
例
と
類
型
を
同

じ
く
す
る
も
の 

 

 

 

資料１－１ 



○
総
務
省
組
織
令 

抜
粋 

（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
） 

  

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
、

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
及
び
消
防
組
織
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。 

   

（
情
報
流
通
行
政
局
の
所
掌
事
務
） 

第
十
一
条 

情
報
流
通
行
政
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

十
六 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。 

  

（
総
務
課
の
所
掌
事
務
） 

第
七
十
七
条 

総
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

三 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。  

   
 
 
 

第
三
節 

審
議
会
等 

 

（
設
置
） 

第
百
二
十
一
条 

法
律
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
審
議
会
の
ほ
か
、
本

省
に
、
次
の
審
議
会
等
を
置
く
。 
 
 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会 

 

参考１ 

 
 第

百
二
十
五
条 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
は
、
有
線
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
四
号
）
、
特
定
通

信
・
放
送
開
発
事
業
実
施
円
滑
化
法
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
、

身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利

用
円
滑
化
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
五
十
四

号
）
、
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第

九
十
号
）
、
電
気
通
信
事
業
法
、
郵
便
法
、
お
年
玉
付
郵
便
葉
書
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
及
び
民

間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
九
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

を
処
理
す
る
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議

会
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政

審
議
会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
八
十
一
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。 

 

（
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
） 

  



○
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
令 

（
平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日
政
令
第
八
十
一
号
） 

 

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）

第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。 

 

（
組
織
） 

第
一
条 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と

い
う
。）
は
、
委
員
三
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。 

２ 

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

（
委
員
等
の
任
命
） 

第
二
条 

委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、

総
務
大
臣
が
任
命
す
る
。 

２ 

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の

う
ち
か
ら
、
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
。 

（
委
員
の
任
期
等
） 

第
三
条 

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

２ 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す

る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

参考２ 

第
五
条 

審
議
会
に
、
郵
政
行
政
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。）

を
置
く
。 

第
四
条 

審
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。 

４ 

分
科
会
に
分
科
会
長
を
置
き
、
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に

よ
り
選
任
す
る
。 

４ 

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す

る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

分
科
会
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
郵
便
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
、
お
年
玉
付
郵
便
葉
書
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
及
び
民
間
事
業
者
に

よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処

理
す
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。 

２ 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。 

７ 

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も

６ 
分
科
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
う

ち
か
ら
分
科
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代

理
す
る
。 

５ 

分
科
会
長
は
、
分
科
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。 

３ 

分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
総
務

大
臣
が
指
名
す
る
。 

３ 

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員

が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

５ 

委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。 

（
分
科
会
） 

（
会
長
） 

  



第
七
条 

審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
過

半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。 

第
六
条 

審
議
会
及
び
分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部

会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。 

２ 

審
議
会
の
議
事
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で

会
議
に
出
席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、

会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 
部
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
会
長
（
分

科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
長
）
が
指
名
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。 

６ 

審
議
会
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
う

ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理

す
る
。 

３ 

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ

り
選
任
す
る
。 

っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
資
料
の
提
出
等
の
要
求
） 

（
議
事
） 

（
部
会
） 

第
八
条 

審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、

意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
庶
務
） 

第
九
条 

審
議
会
の
庶
務
は
、
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
総
務
課
に
お

い
て
処
理
す
る
。 

（
雑
則
） 

第
十
条 

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
審

議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議
会
に
諮
っ
て
定

め
る
。 

  
 
 

附 

則 

第
一
条 

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
分
科
会
の
所
掌
事
務
の
特
例
） 

 

（
施
行
期
日
） 

第
二
条 

分
科
会
は
、
第
五
条
第
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分

の
間
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
整
備
法
」
と
い
う
。）
附
則
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
貯
金
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
七
十
四
条
、
整
備
法
附
則
第
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
振
替
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
六
十
号
）
第
六
十
八
条
、
整
備
法
附
則
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
整

備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
簡
易
生
命
保
険
法
（
昭
和
二

  



  

十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
百
五
条
、
整
備
法
附
則
第
二
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る

整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
貯
金
の
利
子
の
民

間
海
外
援
助
事
業
に
対
す
る
寄
附
の
委
託
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
七
条
の
二
第
二
項
及
び
整
備
法
附
則
第
四

十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ

た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。 

２ 

分
科
会
は
、
第
五
条
第
二
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、

整
備
法
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前

の
郵
便
振
替
の
預
り
金
の
民
間
災
害
救
援
事
業
に
対
す
る
寄
附
の

委
託
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
六
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

を
処
理
す
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。 

  
 
 

附 

則
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
政
令
第
二
三
五
号
）
抄 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
十
一
条 

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  
 

 
 

 

附 

則
（
平
成
二
〇
年
七
月
二
日
政
令
第
二
一
四
号
）
抄 

  

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
郵
政
行
政
審
議
会
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
郵
政
行
政
審
議
会
の
委
員
又

は
専
門
委
員
で
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
に
、

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議

会
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
審
議
会
令
」
と
い
う
。）
第
二

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政

審
議
会
の
委
員
又
は
専
門
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

委
員
の
任
期
は
、
新
審
議
会
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
者
の
郵
政
行
政
審
議
会
の
委
員
と
し
て
の
残
任
期
間
と
同

一
の
期
間
と
す
る
。 

   



参考３ 

 

（
意
見
の
聴
取
） 

 

（
趣
旨
） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郵 

政 

行 

政 

審 

議 

会 

会 

長 
 

 
 
 

平
成
十
五
年
四
月
二
十
三
日 

   

（
議
長
） 

 

（
総
会
の
招
集
） 

第
四
条 

会
長
は
、
総
務
大
臣
の
求
め
が
あ
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
総
会
の
議
題
に
関
し
、
広
く
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
条 

会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理
す
る
。 

第
二
条 

審
議
会
の
総
会
（
以
下
「
総
会
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。 

第
一
条 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
議

事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議

会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
八
十
一
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

会
長
は
、
総
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
委
員
（
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨

時
委
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
必
要
に
応
じ
専
門
委
員
に
対
し
あ
ら
か
じ
め

議
題
、
日
時
及
び
場
所
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

郵
政
行
政
審
議
会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
八
十
一
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

郵
政
行
政
審
議
会
議
事
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

郵
政
行
政
審
議
会
決
定
第
一
号 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
議
事
規
則 

 

一 

開
催
の
日
時
及
び
場
所 

 

九 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

 

八 

議
決
事
項 

 

 

七 

議
事 

 

六 

議
題 

 

五 

出
席
し
た
関
係
職
員
の
所
属
及
び
氏
名 

 

四 

意
見
を
聴
取
し
た
者
の
氏
名 

 

三 

出
席
し
た
委
員
及
び
専
門
委
員
の
氏
名 

 

二 

開
会
及
び
閉
会
の
時
刻 

 

（
議
事
の
特
例
） 

 

（
付
議
） 

 

（
議
事
録
） 

 

（
職
員
の
出
席
） 

第
八
条 
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
会
長
の
認
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
文
書
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
総
会
の
議
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
議
題

の
内
容
か
ら
合
理
的
に
判
断
し
て
、
総
会
を
招
集
し
て
審
議
す
る
必
要
が
な
い
と
会

第
七
条 

審
議
会
に
対
す
る
付
議
は
、
文
書
に
よ
り
行
い
、
か
つ
、
必
要
な
資
料
を
添

付
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
六
条 

審
議
会
は
、
総
会
に
つ
い
て
議
事
録
を
作
成
し
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
。 

第
五
条 

会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
の
職
員
を
総
会
に
出
席
さ

せ
て
、
議
題
に
関
し
説
明
さ
せ
、
又
は
質
疑
に
答
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

総
会
の
議
事
録
は
、
審
議
会
の
事
務
局
に
お
い
て
原
案
を
作
成
し
、
出
席
委
員
等

に
よ
る
確
認
の
後
、
会
長
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

審
議
会
は
、
前
項
の
意
見
の
聴
取
に
係
る
議
題
の
審
議
に
当
た
り
、
聴
取
し
た
意

見
を
参
考
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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（
公
開
に
関
す
る
取
扱
い
） 

第
十
条 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
郵
政

行
政
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

事
項
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る
分
科
会
の
議
決
は
、
そ
の
議

決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
。
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
議
決
で
あ
っ
て
、

緊
急
の
必
要
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
も
の
又
は
そ
の
事
項
の
内
容
が
軽

微
で
あ
る
も
の
と
し
て
会
長
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。 

第
九
条 

総
会
は
、
原
則
と
し
て
、
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
総
会
を
公
開
す
る
こ
と
に

よ
り
当
事
者
又
は
第
三
者
の
権
利
、
利
益
や
公
共
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
そ
の
他
の
会
長
が
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
必
要
と
認
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
非

公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
総
会
を
非
公
開
と
す
る
場
合
又
は
前
項
た
だ
し

書
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
等
を
非
公
開
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
公
表
す
る
。 

４ 

議
事
録
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
審
議
会
の
事
務
局
は
、
議
事
概
要
を
速
や
か

に
作
成
し
、
会
長
の
承
認
を
得
て
公
開
す
る
。 

２ 

総
会
に
配
付
さ
れ
た
資
料
及
び
議
事
録
（
以
下
「
議
事
録
等
」
と
い
う
。)

は
、
審

議
会
の
事
務
局
に
お
い
て
閲
覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
議
事

録
等
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
当
事
者
又
は
第
三
者
の
権
利
、
利
益
や
公
共
の
利
益

を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
の
会
長
が
非
公
開
と
す
る
こ
と
を
必
要
と
認

め
た
場
合
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
会
長
は
、
そ
の
議
事
に
つ
い
て
、
次
に
招
集
す
る
総

会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
分
科
会
） 

長
が
認
め
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。 

 
一 

郵
便
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
第
三
号

又
は
第
七
十
条
第
三
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
総
務
省
令
の
制
定
又
は
改
廃 

 

（
施
行
期
日
） 

  

（
部
会
） 

第
十
二
条 

前
条
第
一
項
の
部
会
の
所
掌
等
は
、
別
記
一
及
び
別
記
二
の
と
お
り
と
す

る
。 

第
十
一
条 

審
議
会
に
、
次
の
部
会
を
置
く
。 

３ 

部
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

分
科
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
部
会
長
が
部
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

４ 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
分
科
会
長
が
分
科
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

２ 

部
会
の
議
事
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
及
び
第

九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
部

会
」
と
、
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
長
」
と
読
み
替
え
る
。 

２ 

分
科
会
の
議
事
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
及
び

前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
分
科

会
」
と
、
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
分
科
会
長
」
と
読
み
替
え
る
。 

二 

有
線
放
送
部
会 

二 

民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十

九
号
）
第
九
条
第
二
号
又
は
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
総
務
省
令
の
制
定
又
は

改
廃 

一 

電
気
通
信
事
業
部
会 

（
部
会
の
所
掌
事
務
） 

 
 

附 

則 
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第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

第
二
条 
分
科
会
は
、
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定

す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
分
科
会

の
議
決
は
、
そ
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
。 

こ
の
決
定
は
、
平
成
十
六
年
八
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

七
年
法
律
第
百
二
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
整
備
法
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
貯
金
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第

七
十
四
条
、
整
備
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
こ
と
と
さ
れ
る
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
振
替
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
六
十
号
）
第
六
十
八
条
、
整
備
法
附
則
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
簡
易
生
命
保
険
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
百
五
条
、
整
備
法

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る

整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
貯
金
の
利
子
の
民
間
海
外
援
助
事
業

に
対
す
る
寄
附
の
委
託
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
七
条
の

二
第
二
項
、
整
備
法
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
こ
と
と
さ
れ
る
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
振
替
の
預
り
金

の
民
間
災
害
救
援
事
業
に
対
す
る
寄
附
の
委
託
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第

七
十
二
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
及
び
整
備
法
附
則
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項 

（
郵
政
行
政
分
科
会
の
調
査
審
議
に
関
す
る
特
例
） 

  
 
 
 
 

郵

政

行

政

審

議

会

決

定

第

三

号 

附 

則 
 

平

成

十

六

年

八

月

三

日 

         

こ
の
決
定
は
、
平
成
二
十
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

こ
の
決
定
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 
 
 
 

情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
決
定
第
一
号 

 
 
 
 
 

郵

政

行

政

審

議

会

決

定

第

四

号 

附 

則 
 

平

成

二

〇

年

九

月

二

十

九

日 

附 

則 
 

平

成

十

九

年

七

月

三

十

日 
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 別

記

二
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

有
線
放
送
部
会
の
所
掌
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

三 

専
決
事
項 

四 

委
員
会 

二 

所 

掌 

一 

委
員
等 

 

次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
部
会
の
決
議
を
も
っ
て
審
議
会
の
決
議
と
す
る
。 

 

審
議
会
の
所
掌
す
る
事
項
の
う
ち
、
有
線
放
送
の
規
律
に
関
す
る
調
査
審
議 

１ 

部
会
長
は
、
部
会
の
審
議
す
べ
き
事
項
を
分
割
し
て
調
査
す
る
た
め
、
主
査
を

長
と
す
る
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

１ 

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
第
二
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
諮
問
事
項 

２ 

委
員
会
の
構
成
、
議
事
の
手
続
、
そ
の
他
そ
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

部
会
長
が
定
め
る
。 

２ 

同
条
た
だ
し
書
の
「
軽
微
な
事
項
」
の
認
定 

 

会
長
の
指
名
す
る
委
員
及
び
専
門
委
員 
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